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【方法】 対象は、同意の得られた健常女子大学生 34 名とした。全ての対象者は、運動課題
として片脚ドロップジャンプテストを実施し、3 次元動作解析装置 (VICON MX) により測定
された着地時の膝関節内反-外反角度により外反群 （19 名；外反角度 4.4±3.0 °） および






り（p=0.01, 外反群; 0.019±0.033 Nm·s/kg·m, 内反群; 0.067±0.029 Nm·s/kg·m）、膝関節で有
意に高値であった（ p=0.01, 外反群 ; 0.093±0.033 Nm·s/kg·m, 内反群 ; 0.045±0.040 
Nm·s/kg·m）。足関節の角力積は、外反・内反群間で有意差は認められなかった（p=0.35, 外
反群; 0.171±0.045 Nm·s/kg·m, 内反群; 0.185±0.042 Nm·s/kg·m）床反力力積に関して、外反・
内反群間で有意差は認められなかった（p=0.26, 外反群；3.62±0.52 N/kg, 内反群；3.43±0.49 
N/kg）。 
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【考察】 下肢関節の角力積は、単位時間当たりの各関節モーメントの総和から算出され、着
地中の各関節へ加わる力学的負荷の総量として解釈される。本研究では、膝関節外反位での着
地は、膝関節への力学的負荷を増大させ、その一方で股関節に加わる力学的負荷を減衰させる
ことが示された。この結果は、膝関節外反位で着地する者は、着地の衝撃を膝関節で優位に緩
衝させ、股関節での衝撃を緩衝させる能力が乏しいことを示唆する。 
【結論】 従来の報告では、着地時の過度な膝関節外反は非接触型前十字靭帯損傷の生体力学的
な危険要因の一つとして指摘されている。本研究では、膝関節外反位での着地により、股関節の
角力積が低値になる一方で、膝関節の角力積は高値となることが明らかとなり、膝関節のアライ
メントの変化に起因する膝関節への力学的負荷の増大が非接触型前十字靭帯損傷の要因となる可
能性が示唆された。 
 
